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市
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

市
で
は
、
臨
時
の
納
税
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
別
な
事
情
で
納
税
が

困
難
な
方
は
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
納
税
が
困
難
な
こ
と
を
説
明

で
き
る
書
類
な
ど
を
持
参
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

12
月
14
日
㈰
〜
20
日
㈯

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

●

会
場　

本
庁
舎
収
税
課(

１
階)

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
２
３

　

特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

告
時
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
障
が
い
者

控
除
対
象
者
の
認
定
を
受
け
た
方

で
、
状
態
に
変
化
が
な
い
場
合
は
、

認
定
書
を
引
き
続
き
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
の
方
で
、
平
成
26

年
分
の
所
得
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
平
成
26
年
12
月
31
日
の
現

況
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

認
定
書
の
交
付
は
１
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

《
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
》

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
介
護
保

険
要
介
護
認
定
者
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、
医
師
が
発
行

す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の

代
わ
り
に
、
市
が
発
行
す
る
「
認

定
書
」
で
医
療
費
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
事
務
手
続
き
上
、
当
日

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７

３
８
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表

郷
☎
32
２
１
１
４　

大
信
☎
46
２

１
１
４　

東
34
２
１
１
６

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
12
月
31
日
現
在

の
国
内
に
お
け
る
工
業
（
製
造
業
）

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結

果
は
、
産
業
政
策
や
中
小
企
業
政

策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ

か
、
経
済
白
書
や
中
小
企
業
白
書

な
ど
の
経
済
分
析
と
各
種
経
済
指

標
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員

が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３

２
5

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
要
介
護

認
定
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、

所
得
申
告
の
際
に
障
が
い
者
ま
た

は
特
別
障
が
い
者
の
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●

主
な
要
件　

65
歳
以
上
の
介
護

保
険
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
申

図
書
館
り
ぶ
ら
ん
☎
㉓
３
２
５
０

　

カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
基
金
事
業

を
活
用
し
建
設
し
た
「
ア
ナ
ビ
ー

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
の
完
成
な
ど

を
記
念
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。　

※
ア

ナ
ビ
ー
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
カ
タ

ー
ル
国
の
国
旗
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
色
を
表
し
て
い
ま
す
。

●

日
時　

12
月
14
日
㈰
／
午
前
11

時
〜
午
後
５
時

●

会
場　

総
合
運
動
公
園
（
北
中

川
原
）

●

内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
選

手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
お
よ
び

サ
ッ
カ
ー
教
室
、
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

け
ん
玉
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
６

　

経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
「
工
業
統
計
調
査
」

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
地
域

振
興
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限　

12
月
26
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
を
配

付
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
の
選

挙
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

該
当
者　

①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
平
成
７
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
20
歳
以
上
の
方　

②
10
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
同
居
し
て
い
る
家
族

の
方
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
し
て
い
る
方

●

提
出
期
限　

１
月
９
日
㈮
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

内
２
２

４
２

　

自
分
の
思
い
や
考
え
を
作
文
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

応
募
対
象　

市
内
に
在
住
で
、

市
外
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
小
・

中
学
生
（
市
内
の
小
・
中
学
生
に

は
、
学
校
を
通
し
て
募
集
し
ま
す
）

●

応
募
期
限　

１
月
16
日
㈮
ま
で

※
募
集
要
項
は
市
立
図
書
館
り
ぶ

ら
ん
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
に
あ
り
ま

す
。

●

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
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募
集

案
内

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館《運動スローガン》

　知らせよう　早めのライト　あなたから
《運動の基本》
　高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
　①夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　②すべての座席のシートベルトとチャイ　
　　ルドシートの正しい着用の徹底
　③飲酒運転など悪質・危険な運転の根絶
   問本庁舎生活環境課　内2162

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

12月10日㈬～１月７日㈬ 臨
時
納
税
窓
口
の
開
設

特
定
疾
患
見
舞
金

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
書
の
提
出

ア
ナ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

工
業
統
計
調
査

要
介
護
認
定
者
の
障
が
い

者
控
除
・
医
療
費
控
除

　平成27年度から軽自動車税の税率が引き上げられます。
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有している場合に年税額が課税されます。廃車や他人に譲渡
するなど、登録内容に変更がある場合は３月末までに手続きをしてください。

問本庁舎課税課　内2127

軽自動車税の税率改正

区　　　　分
標準税率

重課税率 備　　　　　　　　　考
現　行 改正後

 原動機付
 自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

平成27年度から適用されます。

50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円
90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪（125㏄超250㏄以下） 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000円 6,000円
 小型特殊
 自動車

農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

　雪上車 2,400円 3,600円
三　輪 3,100円 3,900円 4,600円 　改正後の標準税率は、平成27年４月１日以後

に最初の新規検査（車両番号の指定を受けたこ
とのない軽自動車を使用するときに受ける検査）
を受けたものから適用されます。
　また重課税率は、最初の新規検査から13年を
経過したものに平成28年度から適用されます。

四　輪
乗　用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨　物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

中
山
義
秀
記
念
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
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●
日
時　

12
月
21
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

12
月
22
日
㈪
／
午
後
６

時
〜
７
時

●

会
場　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

●

内
容　

▽
講
演
「
上
に
立
つ

者
の
心
構
え
」　

▽
講
師　

渡わ
た
な
べ邉

五ご
ろ
う
さ
ぶ
ろ
う

郎
三
郎
氏

●
入
場
料　

無
料

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

　

「
白
河
市
奨
学
資
金
・
大
学
入

学
一
時
金
」
の
申
請
を
、
次
に
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。

《
奨
学
資
金
貸
与
》

●

資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
27
年
度
に
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
大
学
お
よ
び
専
修

学
校
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

②
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
し
て
い
る
方
（
進
学
を
目

的
と
し
て
市
外
に
住
所
を
移
転
し

て
い
る
場
合
は
、
住
所
を
移
転
す

る
ま
で
引
き
続
き
１
年
間
以
上
市

内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
）　

③
市
内
に
在
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と
（
そ
の
う
ち
１
人
は

保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）

●

貸
与
月
額
（
無
利
息
）　

①
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
生
＝

２
万
円

②
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
で
修

業
年
限
２
年
以
上
）
＝
３
万
円　
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③
大
学
生
＝
４
万
円

《
奨
学
資
金
給
付
（
白
河
市
ガ
ン

バ
ル
し
ら
か
わ
人
奨
学
資
金
支

給
）
》

●

資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
27
年
４
月
に
大
学
に
進
学

す
る
予
定
の
方

②
市
内
に
３
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
方

③
品
行
方
正
で
、
学
習
意
欲
が
高

く
、
学
業
成
績
が
特
に
優
秀
な
方

④
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
負
担

が
困
難
な
方

⑤
世
帯
に
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

方⑥
国
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら
給
付

型
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

●

支
給
月
額　

①
文
系
学
部
に
在

籍
す
る
学
生
＝
３
万
円

②
理
系
学
部
に
在
籍
す
る
学
生
＝

５
万
円

●

募
集
人
数　

各
学
部
２
人
以
内

《
大
学
入
学
一
時
金
貸
与
》

●

資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
27
年
４
月
に
、
大
学
へ
進

学
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
・
学
生

の
保
護
者

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

③
市
内
に
在
住
し
、
独
立
の
生
計

ま
ち
か
ど
伝
言
板

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と

●

貸
与
額
（
無
利
息
）　

70
万
円

以
内　

※
医
師
・
歯
科
医
師
課
程

は
１
０
０
万
円
以
内

＝
共
通
事
項
＝

●

申
込
期
間　

12
月
15
日
㈪
〜
１

月
30
日
㈮

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

問
本
庁
舎
教
育
総
務
課　

内
２
３

５
１
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　

表

郷
☎
32
４
７
８
２　

大
信
☎
46
３

９
７
５　

東
☎
34
３
１
４
６　

《
Ｉ
Ｎ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
》

立
教
志
塾
講
演
会

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
心
の
桃
源
郷
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

義
秀
は
、
白
河
市
大
信
下
小
屋
で
生
ま
れ
幼
少

を
過
ご
す
。
い
わ
き
、
二
本
松
、
郡
山
を
転
々
と

す
る
。
旧
制
安
積
中
学
か
ら
早
稲
田
の
文
学
部

へ
。
こ
こ
で
「
師
友
」
横よ

こ
み
つ光
利り

い

ち一
と
出
会
い
作
家

の
道
を
志
す
。
苦
節
16
年
芥
川
賞
に
選
ば
れ
、
野

間
文
芸
賞
を
得
る
。
直
木
賞
選
考
委
員
を
20
年

務
め
、
卓
越
し
た
芸
術
家
に
与
え
ら
れ
る
日
本
芸

術
院
賞
の
栄
に
輝
く
。

　

だ
が
そ
こ
へ
の
道
の
り
は
苦
闘
の
連
続
。
当

時
流
行
の
左
翼
文
学
に
は
な
じ
め
な
い
。
若
く

し
て
世
に
出
た
横
光
の
才
能
に
惹
か
れ
、
嫉
妬
す

る
複
雑
な
心
情
。
結
局
、
横
光
の
新
感
覚
派
に
も

距
離
を
置
く
。
自
分
の
文
学
を
求
め
さ
ま
よ
う
。

さ
ら
に
、
子
の
死
、
妻
の
病
と
死
、
貧
窮
が
襲
う
。

暗く
ら
や
み闇
を
歩
き
続
け
る
不
安
。
酒
に
走
り
自じ

き棄
の

日
々
も
あ
っ
た
。
支
え
た
の
は
、
社
会
と
格
闘
し

て
き
た
父
祖
の
血
と
荒
ぶ
る
魂
。
耐
え
な
が
ら

心
の
内
を
見
つ
め
、
社
会
を
見
つ
め
、
歴
史
を
見

つ
め
た
。
こ
こ
か
ら
、
時
代
に
迎
合
し
な
い
、
確

固
と
し
た
歴
史
的
視
点
を
持
つ
中
山
文
学
が
生

ま
れ
た
。
義
秀
は
勝
者
よ
り
、
自
己
の
人
生
を
生

き
切
っ
た
敗
者
の
悲
哀
に
焦
点
を
あ
て
た
。「
生

き
て
い
る
人
間
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
人

生
の
主
役
で
あ
る
」
と
。

　

義
秀
は
幼
な
心
に
、
定
住
で
き
な
い
生
活
に

「
渡
り
者
」
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
こ
れ

も
あ
っ
て
か
終
生
、
故
郷
を
懐
か
し
ん
だ
。「
私
の

生
ま
れ
里
を
日ひ

ろ

う籠
屋
敷
と
い
う
が
、
東
か
ら
望

め
ば
入
日
が
こ
の
村
の
西
の
山
に
没
す
る
か
ら
、

日
籠
の
里
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
野
の
果
て
、
南
山
の
裾す

そ

を
大
川
が
流
れ
て
い
る
。

隈
戸
川
と
い
う
」。
情
景
が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
ぶ
。

生
地
を
世
界
で
唯
一
の
一
番
懐
か
し
い
天
地
、
心

や
す
ら
ぐ
桃
源
郷
と
記
す
。
孤
高
の
文
士
の
心

を
癒
し
た
の
は
母
な
る
山
河
だ
っ
た
。

　

中
山
義
秀
文
学
賞
が
今
年
で
第
20
回
を
迎
え
、

そ
の
節
目
を
祝
う
催
し
が
過
日
行
わ
れ
た
。
平

成
５
年
、
旧
大
信
村
で
義
秀
の
功
績
を
顕
彰
す
る

文
学
館
が
開
館
。
同
じ
く
、
歴
史
時
代
小
説
を
継

承
す
る
作
家
の
出
現
を
期
待
し
、
文
学
賞
は
設
け

ら
れ
た
。

　

本
文
学
賞
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず

歴
史
時
代
も
の
に
限
っ
て
い
る
こ
と
。
次
に
選

考
の
仕
方
。
応
募
作
か
ら
有
識
者
の
審
査
を
経

て
三
作
品
に
絞
る
。
最
終
的
に
４
人
の
著
名
な

作
家
・
評
論
家
に
よ
り
公
開
の
場
で
選
考
す
る
。

　

そ
の
や
り
と
り
は
実
に
興
味
深
い
。
時
代
考

証
が
な
っ
て
い
な
い
。
緻
密
な
表
現
力
に
欠
け

る
。
粗
削
り
だ
が
将
来
性
を
感
じ
る
。
何
年
か

前
、
後
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
映
画
化
さ
れ
た

作
品
が
あ
っ
た
。
そ
の
作
品
は
、
映
像
を
み
る
よ

う
で
分
か
り
や
す
い
が
、
文
学
性
に
乏
し
い
と
は

ね
ら
れ
た
。
審
査
委
員
と
新
進
作
家
の
真
剣
勝

負
の
場
で
、
会
場
に
緊
張
感
が
漂
う
。

　

当
初
、
こ
の
賞
は
作
家
の
登
龍
門
と
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
、
作
家
で
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
自

信
な
か
っ
た
が
こ
れ
で
覚
悟
が
定
ま
っ
た
。
知

識
な
ら
努
力
で
埋
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
先

に
あ
る
も
の
を
埋
め
ら
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、

こ
の
賞
が
道
を
照
ら
し
て
く
れ
る
灯
り
と
な
っ

た
と
文
学
賞
に
感
謝
す
る
。
受
賞
を
機
に
力
を

つ
け
直
木
賞
を
獲
る
作
家
も
出
て
い
る
。
回
を

重
ね
今
は
「
ピ
リ
リ
と
辛
口
の
格
調
高
い
」
賞
と

し
て
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

全
国
市
長
会
の
企
画
で
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
作

家
の
功
績
を
た
た
え
、
文
化
や
都
市
の
魅
力
の
向

上
を
目
的
に
文
学
賞
を
創
設
し
て
い
る
市
長
の

座
談
会
が
あ
っ
た
。
宮
沢
賢
治
の
花
巻
市
、
島
崎

藤
村
の
小
諸
市
、
太
宰
治
の
三
鷹
市
、
そ
し
て
中

山
義
秀
の
白
河
市
。
わ
が
ま
ち
の
、
文
学
者
を
誇

り
と
し
、
そ
の
思
想
や
精
神
を
ま
ち
づ
く
り
や
観

光
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

前
文
化
庁
長
官
の
近
藤
誠
一
さ
ん
。
大
震
災

の
後
小
峰
城
の
被
災
状
況
を
視
察
さ
れ
た
。
そ

の
折
、「
当
然
文
化
財
と
し
て
の
価
値
も
大
き
い

が
、
同
時
に
城
は
白
河
市
民
の
精
神
そ
の
も
の
」

と
全
面
支
援
を
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
元
は

ユ
ネ
ス
コ
大
使
や
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
を
務
め
た

外
交
官
。
外
交
の
厳
し
さ
重
要
性
を
知
る
人
が
、

こ
れ
か
ら
の
外
交
に
は
、
軍
事
や
経
済
以
上
に
文

化
・
芸
術
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
必
要
と
い
う
。

　

文
化
は
カ
ル
チ
ャ
ー
の
訳
。
カ
ル
チ
ャ
ー
の

語
源
は
「
耕
す
」。
こ
こ
か
ら
心
を
耕
す
に
通
じ
、

文
化
へ
つ
な
が
る
。
心
を
耕
す
こ
と
は
、
自
分
を

耕
し
地
域
を
耕
す
こ
と
。
文
化
は
カ
ネ
と
暇
の

あ
る
人
の
ぜ
い
た
く
、
と
の
声
も
あ
る
。
し
か

し
、
文
化
は
心
を
豊
か
に
し
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
。
感
性
が
磨
か
れ
、
観
光
や
新
た
な
産
業
の
ヒ

ン
ト
に
も
な
る
。
自
然
観
や
繊
細
な
美
意
識
、
人

間
観
な
ど
先
人
の
知
恵
を
学
べ
る
。

　

私
た
ち
は
近
代
化
の
旗
の
も
と
、
物
質
的
充
足

を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
文
化
や
芸
術
の
力
や
日
本

の
伝
統
文
化
を
軽
視
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

義
秀
が
た
た
え
た
「
日
本
人
の
美
し
い
情
操
」
が

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
先
月
20
人
目
の
文

学
賞
が
決
ま
っ
た
。
今
後
と
も
、
義
秀
の
気
高
い

心
を
受
け
継
ぎ
、
数
少
な
い
地
方
発
の
こ
の
文
学

賞
を
大
事
に
し
、
文
化
の
薫
り
高
く
誇
れ
る
白
河

に
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ク
リ
ス
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ミ
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コ
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平成27年 
　新春市民交歓会

  希望に満ちた新年を迎えるにあたり、
新春市民交歓会を開催します。
●日　　時　１月５日㈪／午後４時から
　　　　　　（受付は午後３時30分から）
●会　　場　鹿島ガーデンヴィラ
　　　　　　（北中川原）
※当日は、市役所本庁舎（午後３時30分
   発・商工会議所経由）、各庁舎（午後３                   
   時20分発）から会場までバスを運行し   
   ますので、ご利用ください。
●会　　 費　2,000円
●申込方法　会費を添えて、12月22日 
　　　　　　 ㈪までに、お申し込みくだ
　　　　　　 さい。なお、当日会場でも
　　　　　　 申し込みができます。
●申し込み・問い合わせ先
　本庁舎秘書広報課☎㉒1111　内2371
　各庁舎地域振興課　表郷☎322111　大
　信☎462111　東☎342111／白河商工
　会議所☎㉓3101／各商工会　表郷☎32
　3065　大信☎462070　東☎342779

奨
学
資
金
・
大
学
入

学
一
時
金

案
内


